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Richardsonの詩「Big　whirls　have……」について

　Big　whirls　have　little　whirls，

　That　feed　on　their　velocity；

　And　little　whirls　have　lesser　whirls，

　And　so　on　to　viscosity．

　この詩は，オリジナルはRichardsonにあるとして

Batchelor　and　Townsend（1949）が紹介しているも

ので，乱流に関する本や論文にしばしば引用されてい

るのはご存知の通りである．しかしMonin　and　Yag－

lom（1973）が述べているように，「この詩が引用され

るとき文献が示されず，最後の一行も省かれることが

多い」．筆者の目にふれた限りの本や論文でも確かにそ

の通りである．さすがにMoninらは，引用している

詩にはその最後の一行inthemolecularsense．を（）

でくくって付け加わえているだけではなく，文献も示

している．ところが，どうしたことかwhirlsがwhorls

に，thatがwhichになっている．

　実は，オリジナルであるRichardson（1922）では，

大気中の渦にはそのエネルギーをどこから引き出して

いるかによって対流によるものと力学的不安定による

ものがあり，渦のスケールもいろいろあると，例をあ

げながら説明した後に，

Werealizethusthat；bigwhirlshavelittlewhirls

that　feed　on　their　velocity，and　little　whirls　have

lesser　whirls　and　so　on　to　viscosity－in　the　molecu－

1ar　sense．

と散文体で書かれているのである．

　viscosityについてinthemolecularsenseと断わっ

てあるのは，この文章がでてくるCH．4／8．Theeffects

of　eddyの章ではeddy　viscosityが論じられているか

らであろう．したがってbigwhirlshave…をrhyme

として引用するときには，この韻をふんでいない補足

は誤解のおそれはないので省略してさしつかえあるま

い
． しかし，四行詩の形にし，句読点を付け加えて体

裁を整えるのはよいとしても，Batchelorらのように

一行目にカンマをつけると，次の関係代名詞との関わ

りで論理が変わってしまう．

　筆者のてもとには上で紹介したほかに6編の引用が

ある．いずれも四行詩で，引用の時期はBatchelorら

より新しいが，それぞれどこかが異なっている．whirls

がwhorlsに，thatがwhichになっていたりするほ

か，句読点が異なるとか，andがない，1esserがsmaller

になっていたり，という具合いである．最も原文に近

いのは木田（1988）で，二行目のカンマが落ちている

だけである．

　Gleick（1987）ではLumleyと同じ様にthatを

whichにwhirlsをwhorlsにしている点で原文と異

なっている．Gleickは本文でもwhorlsを何回か使っ

ているけれど，whir1は名詞としては使っていない．

　whir1という語についてはBatchelorらはそれなり

のイメージを持っており，詩の引用に続けて次のよう

に述べている．小スケールの運動のエネルギーは低い

エネルギーの領域の中の高いエネルギーの領域という

意味で‘whir1’に似たものとして現れる，と．それでは

当のRichardsonはどうかと言えば，渦一乱れ一には

もっぱらeddyを当てていながら，韻文にだけはwhir1

を使っている．そこが」．スウィフトの詩のパロディー

（木田）だからであり，他の部分と区別するためにあえ

てeddy以外の語を当てたのではないかとも思われ

る．ただし，大きいwhir1は，積雲のように，たくさ

んのeddyを含む気塊を上昇させる（Richardson，

1920）と述べているように，whir1には彼なりのイメー

ジがあるようである．

　ところで，パロディーのもととなっている詩とは，

スウィフト晩年（1733年）の作である「OnPoetry：A

Rapsody」の一節，詩人というのはノミみたいなもの

であり，

　So，nat’ralists　observe，a　flea

　Has　smaller　fleas　that　on　him　prey，

　And　these　have　smaller　still　to　biteフem，

　And　so　proceed磁」瞬励加n．（村上，1973）

とうたっているくだりと思われる（N．E．D．のFleaの

項にも同じ部分が引用されているが，句読法や古語使

用など村上のとは若干異なる）．「ノミの階層構造」は

Greatfleashavelesserfleasという諺（大塚他，1977）

にも見られて面白い．

　Richardson没後40年にちなみ，「Big　whirls　have

…」のルーツを尋ねてみた．ノミの話は忘れることが

あってもRichardsonの四行詩は正確に伝えていきた
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いものである．

Richardsonの詩「Big　whirls　have・一・」について
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